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学 会 記 事

第56回新潟消化器病研究会

日　時　　平成4年ア月11円（土）

午後1時より

会　場　　ホテル新潟

1．　一　般　演　題

1）食道粘膜内癌の深遠度診断
1…潤rm癖の深遠度分類について－

空論空姦欄辺英伸（新敵糊一病理）
今回われわれは，食道粘膜内癌を深遠度と浸潤様式の

特徴から4塾に分租し　生物学的悪性度（脈管侵襲率）

を検討した，

1989年から’酎年までに外科的切除された食道癌のう

ち粘膜内臓94例（ep病86例，mm癖用例）敵中sm痛

4例を検討対象とし，以下の4型に分輝した．膨脹性で

連続的に発育する粘膜内癌は粘膜解版に達しないものを

m一叩癌，達するものをm一mm癌とした，癌胞巣の

先進部が乱れ樹枝状に間薯へ発育する癌をm㌣prOutimg

癌，癌抱巣が非連続性浸潤性に発育する癌をm－dropt

癌とした．この結果脈管後激陽性は　r肝叩癌0′佃封軋

m瑚m癌0／4例，mdropt病癖例であった．微小sm

癌の脈管便襲陽性は膨脹性発育浸潤0台例，dropt発育

浸潤1／2例，SprO融illg発育浸潤1．／1例であったb

この結果，脈管侵饗は浸潤様式が　山一opt，SprOuting

タイプの癌に認められ，膨脹性発育浸潤を示す癌にはな

かった．これらのことから，食道粘膜内癌分額は深速度

分類に発育浸潤様式を加えることでより生物学的悪性度

を表すことができると考えられた．

2）食道癌放射線治療後の再発狭窄に対し，

Expandable Metallic Stentを挿入し
た1症例

吉田　英春・遠藤　雅格（県立加茂病院内科）

症例は63才男性．進行食道癌放射線治療後の再発狭窄

に対しGiam uruco型　墳径　C汀㍉　長径2．5cmで

2遵式のE叩andable Mだtallic Steml．緒MS）を挿入

した．X緩速鼠　内視鏡併用下で施行し，容易に安全に

施行できた．挿入後の醇痛や輿物感はなく，プロ夕日ゼ

等の食道挿管に比べ，挽作性，安全性に優れていると思

える．ロ側のステソトは一週後には被謹化され　2カ月

後の内視鏡所見でも内脛保持は良好であった．肛側のス

テントは肉芽鼠織の車に埠捜し，内腔は再開窓をきたし

た．これは頻回のパル…ソ拡張術により周囲組織が壊死

に陥るなどステント挿入部位の観梅の聞き等の違いによ

るものと思える．

本症例は食道気管癖を形成し経口摂取に対する評価は

できなかった．今後腫瘍，周囲組織の状態を考え，かミ…

ステソトや，ステソトの長さ，形状の改良が必要と思え

るがEMSは消化管狭窄に対しても十分臨床応用が可

能と考える．

3）当科における内視鏡的食道静脈癖硬化療法
施行例の予後に関する検討
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く新潟大学第三内科）

（木戸病院内科）

ユ9飢年から1991年までの11年間にE‡Sを施行した61

例を対象とし，予後について検討した．1981年より1987

年6月まではや　RC sigmの消失のみを，1987年7月か

ら1991年までは，Fl以下，かつRC s豆gnの消失を治

療目標としたが，後者の生存率は有意に良好であった。

治療時期別の予後の検討では，予防例は，緊急，待期例

に対して有意に良好であり，肝不全死が増加し　食道静

脈癒破裂による死亡は減少していた，また，肝細胞療合

併肝硬変では，有意に予防例の生存率が良好であった．EIS

は食道静脈癒出血による死亡を減少させ，生存率の向上

に有用な治療法である．

4）止血困難な出血性潰瘍に対するクリッピソ
ダ止血法の試み

何　　汝斬・小柳
畑　耕治郎e藻屑
月岡　　患・市井吉

成
陰
佳
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部（駅詰病院）

近年強力な制酸剤の登場及び内祝鏡下止血の普及によ

り，出血性潰瘍の手術例は著滅した．本邦では現在出血

性潰瘍に対し，内視鏡下馬注法とと…トプロ…プ法によ

る止血が主流になっている．▼エタノーVリレ局技法は簡便且

つ経済的というメリットを有するが，太い露出血管を伴

う例や，深掘れの潰瘍底に露出血管を認める例に止血効

果が悪く，又合併症として潰瘍の増大や穿孔も報告され




